



Birds on the Tsushima Islands, Nagasaki Prefecture II.
Tetsuo YAMAGUCHIand Makoto KAMOGAWA
Abstract
Nineteen families of birds found in Tsushima Islands were listed with notes of their
distribution, migratory season, habitat and ecology for each species.
SYLIVIIDAE (10 SP.), TURDIDAE (15 SP.), TROGLODYTIDAE (1 SP.),
HIRUNDINIDAE (4 SP.), PITTIDAE (1 SP.), APODIDAE (2 SP.),
CAPRIMULGICAE (1 SP.), UPUPIDAE (1 SP.), CORACIIDAE (1 SP.),
ALCEDINIDAE (4 SP.), PICIDAE (4 SP.), CUCULIDAE (4 SP.),
STRIGIDAE (4 SP.), FALCONIDAE (4 SP.), ACCIPITRIDAE, (13 SP.),



































ことができたが,個体数はきわめて稀であるO蒲谷鶴彦氏は, 1965, VI, 30-31,御岳のL吊貢
付近でさえずりを録音取材した｡
61. Phylloscopus borealis xanthodryas Swinhoeメボソムシクイ




62. Phylloscopus occipitalis coronatus (Temminck & Schlegel)センダイムシクイ
本島には普通で,各地の村落付近から山地にいたる広範囲の落葉広葉樹林,常緑広葉樹の混
交林などに夏鳥として渡来する｡雑木林を好んで生息し, 4月下旬から7月中旬までは終日の
ようにさえずりを聞くことができる｡ 1965, V, 29,豊玉村,仁位-和板-→底清一櫨浦-塩浜
間で踏査した結果200m毎に1羽の割合で生息していた｡また, 1966, V, 3,同村,仁位一
糸瀬一一嵯峨間で同様にセンサスを実施した結果は, 180m毎に1羽生息することになった｡さ
らに,通勤の途中,千尋藻から曽まで山道約1,300mの間(落莫,常緑広美の二次林)で,
























63. Cettia diphone cantans (Temminck & Schlegel)ウグイス
対馬の鳥類 25











65. Locustella fasciolata (Gray)エゾセンニュウ
佐護友谷, 1963, VI, 18:省(測定,清輝16mm,翼長75mm,附蹟29mm,尾長73mm),佐護川
のアシ群落およびその周辺の永田,付近の小雑木林,また豊玉村和板の海岸付近のアシ群落な
どに旅烏として渡来するがその数は少ない｡
66. Acrocephalus arundinaceus orientalis (Temminck & Schlegel)オオヨシキリ
佐護川畔のアシ群落中で1963, VI, 24: 8 1羽捕獲,測定, (噴峰21mm,翼長93mm,肘蹟28
mm,尾長79m),,佐謹川付近の水田,荒地などに夏鳥として渡来するが,数は少ない｡まだ繁
殖の確証はないが可能性はあるように思う｡
67. Arcocephalus bistngiceps Swinhoeコヨシキリ
佐護友谷, 1962, VI, 19:谷1羽,測定, (噴峰10mm,翼長56mm,附疏18mm,尾長52mm)｡豊
玉村和板などの海岸付近のアシ群落に夏鳥として生息するほか,渡りの10月頃には豊玉村哲,
乙宮中学校付近のアシ群落にも飛来する｡しかし,まだ繁殖の確証はえてない｡
68. Cisticola juncidis brunniceps (Temminck & Schlegel)セッカ
柿田周造氏は,対馬の鳥類調査旅行中に(1963. 7.25-31)本種の鳴声を聞いたと九州野鳥
に報告している,3生息状況については,デ-タ-がなく,著者らは観察していない｡壱岐では
芦辺の干拓地に夏鳥として多数渡来していた｡ (1966, ¥1, 29)
Family 15. TURDIDAEッグミ科















佐護恵古, 1962, VI, 5 :谷1羽,子供たちのわなで捕獲された｡ (測定,喋峰18mm,翼長
128mm,附疏29mm,尾長92m),厳原町,厳原中学校保管1951, XT, 1 (測定,噴峰18mm,栄
長123mm,附浜29mm,尾長88mm)｡全島各地の平地,村落付近から, lL融三にいたるまで,広い地
域に冬鳥として普通に生息する｡最近一部は夏も渡去せず越夏することが明らかになった｡例













73. Turdus obscurus obscurus Gmelinマミチャジナイ
本島いたるところの村落付近から山地にかけて広範囲に分布し,冬鳥として渡来する普通種
であるが,近年越夏する個体を観察することができた｡ 1962, YT, 10:御岳でキタタキ調査団
が観察したほか, 1963, VI: 3羽, 1964, VI:12羽, Ⅶ:幼鳥4羽と成鳥1羽の群, 1965,
V, 30: 3羽とV, 31: 3羽を御岳の雄岳,雌岳中腹から山頂にかけての針葉,落葉,常緑広
葉混交林に生息しているのが判明した｡また厳原町久田の村落付近の農耕地,林縁で採食して
いる6羽を1965, V, 2,に観察した｡











76. Turdus naumanni eunomus Temminckツグミ





77. Monticola solitarius magnus (La Touche)イソヒヨドリ(うみひよ), (いそひよ)








79. Phoemcurus auroreus auroreus (Pallas)ジョウピタキ





80. Enthacus cyanurus cyanurus (Pallas)ルリピタキ
佐護仁田の田臥1963, m, 4,雄, (測定,喋峰9mm,翼長80mm,附蹟21mm,尾長63mm,
体重10.8の｡各地の平地村落付近から山地の落葉,常緑広葉樹の雑木二次林及び林縁など,
旅烏か,また冬鳥として渡来するが,その数はきわめて稀である｡これまでのデータ-は,

































83. Enthacus cyane (Pallas)コルリ
豊玉村曽, 1966, ¥1, 3,きわめて珍らしいコルリが,子供たちの手によって捕獲された｡
(測定,矧峰13tm,翼長76mm,射蹟24mm,尾長52mm)cまた峯村の大屋山山麓の,ユクミ橋付近




84. Troglodytes troglodytes utanoi (Kuroda)ツシマミソサザイ(ちゅちゅくさんで,
みそっちょ,かんちゅう)
佐護友谷, 1963, MB, 24: (測定,噴峰12m,翼長52mm,肘鉄13mm,尾長35mm)｡豊玉村
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86. Hirundo dauria japonica Temminck & Schlegelコシアカツバメ








87. Delichon urbica dasypus (Bonaparte)イワツバメ





!. Riparia riparia ijimae(LoNNBERG)ショウドゥツバメ
上県町佐護友谷(1963, V, 21): 5羽が,コシアカツバメと混群でいるのを観察した｡そ










帯を踏査したところ,三群を観察することができた｡ A群3羽, B群8羽, C群4羽,合計15


















91. Chaetura candacuta caudacuta (Latham)バリオアマツバメ
上県町佐護竜の口1963, XI, 7 : ♀, -い死鳥,測定(卿葎10mm,翼長210mm,附蹟17
wn>尾長54mm,体重130の｡上県町佐護および豊玉村曽などの上空を,春と秋の渡りのころに
数群が縦断する｡例えば,春季は上県町佐護でV, 3 :80羽, VI, 2 :30羽,豊玉村曽, Ⅴ,





92. Caprimulgus indicus jotaka Temminck & Schlegelヨタカ
広原小学校保管,産地不明の標本, (測定,喋蜂9mm,翼長202tm,肘疏13mm,尾長128mm),





93. Upupa epops saturata Lonnbergヤツガシラ



















96. Alced atthis bengalensis Gemelinカワセミ
豊玉村曽, 1966, X, 8 :谷1羽,生徒が死体を持って来たO (測定,嘱峰42mm,資長76
mm,附蹟9mm,尾長35mm,体重28の,また,乙官校舎にぶっつかり死んだものらしい1965,










































































































103. Cuculus canorus telephonus Heineカッコウ










105. Cuculus poliocephalus Poliocephalus Lathamホトトギス
厳原町産,対馬高校保管の標本, 1907,採集, (測定,噴峰18mm,翼長200m,肘疏16mm,





106. Cuculus fugax hyperythrus Grouldジュウイチ
対,酌こおける生息状況はまだよく知られてない｡著者の調査では,豊玉村乙宮中の学校林付





107. 0tus asio semitorques Temminck & Schlegelオオコノ-ズク, (ふくろう)








108. 0tus scops japonicusTemminck & Schlegelコノ-ズク, (ふくろう,おくてL
やまねこ)





















112. Falco rusticolus uralensis (Severtzov & Menzbier)シロ-ヤブサ
御岳の雄岳中腹(標高300rn)付近でただ1回観察しただけである｡その生息環境は,モミ,
アカガシを優占種とする森林で,モミの喬木樹枝上に静止しているのを発見,調査にきた佐護




113. Falco columbarius insignis (Clark)コチョウゲンボウ, (すずめだか)
厳原町産,厳原中学校保管, 1952, I, 5 :採集,はく製標本, (測定,喋峰14mra,翼長24
mm,肘蹟55mm,尾長185mm),美津島町産,対馬高校保管, 1966, V,採集の標本もある｡しか
し著者らは,まだ野外で本種を観察する機会を得てない｡
114. Falco tinnunculus interstinctus Horsfieldチョウゲンボウ, (すずめだか)


















66mm 46mm 650mm 86mm 360mm 1966. ¥I.対馬高校保管
I
65 54 660 80 400 1965』 ・19上県町佐護
I












I, 2 : 1羽,続いて4日に2羽,椋梨の水田付近の林縁で6日1羽をそれぞれ観察した｡し
かし,それ以後は,全く見てない｡限られた土地でただ1年だけの記録ではあるが,丹念に時
間をかけて調べると,他でもおそらく観察できるだろう｡清棲図鑑にも本島の記録がある｡
117. Buteo buteo burmanicus Humeノスリ, (のぶき)
豊玉村曽, 1966, I, 4 :古藤明夫氏の飼育メジロに襲いかかってきたノスリが捕えられ
た｡ (測定,畔峰22mm,全噴蜂35mm,肘鉄68mm,翼長408mm,尾長238mm),厳原町厳原中学校保




118. Buteo lagopus menzbieri Dementievケアシノスリ
厳原町産,厳原中学校保管, 1951, I,上崎誠採集,標本, (測定,甲剛度28mm,全喋蜂39mm,
翼長480mm,附疏71mm,尾長250mm),翼長は清棲図鑑,宇田川図鑑,小林図鑑の測定値よりは
るかに大きい｡




119. Spiza芭tus nipalensis orlentalis Temminck & Schlegelクマタカ
















122. Accipiter nisus nisosimilis (Tickell)ハイタカ









124. Milvus migrans lineatus (Gray)トビ, (とんび)



































128. Pandion haliaetus haliaetus (Linn丘)ミサゴ, (びしゃ,はったびしゃ)




















131. Ardea cinerea jouyi (Lark)アオサギ
佐護井口, 1961, W, 31,弊死烏拾得, (測定,塀峰135mm,翼長470mm,附班170mm,尾長不






132. Egretta alba modesta (Gray)チュウダイサギ, (しらさぎ)
仁田,佐護,峰村三根,豊玉村仁位,和板などの永田に夏鳥として渡来する｡チュウダイサ
辛,アマサギとの混群で生活していることがあるが,その数は少なく稀である｡
133. Egretta intermedia intermedia (Wagler)チュウサギ, (しらさぎ)









135. Egretta eulophotes (Swinhoe)カラシラサギ
佐護の椋梨, 1963, IV, 4 :党死鳥を水田の周辺で拾得｡ (測定, q酎摩90mm,翼長280mra,附
疏79mm,尾長不明)｡本種の特微は,全身が純白色,境は黄色,眼先の裸出部は青く,胸と背
面に飾羽がある.踊既は黒色で比は黄緑色｡この鳥はきわめて稀に波来する鳥の一つである｡
その渡来地は,佐護椋梨の乾田で, 1963, XI, 23: 3羽,同地で翌年M, 12-26: 4羽を机
察した｡本邦では本島のほか,大阪湾南港｡ 1956, IV, 29: 1羽, (小林桂助氏観察)などが
ある｡国外の分布では,済州鳥(1915. I, 1928. V),の記録が清棲図鑑(1965)に記載さ
れている｡
対馬の鳥類 41
136. Demigretta sacra ringeri Stejnegerクロサギ


















140. Gorsakius goisagi (Temminck)ミゾゴイ





141. Ixobrychus eurhythmus (Swinhoo)オオヨシゴイ
佐護の大保安の谷川沿いおよびその水辺,また友谷付近の佐護川沿いやその付近の森林など
に夏鳥として渡来するが,その数はきわめて少ない｡本島には4月下旬に波来し,単独で生活
していることが多い｡北海道,本州,佐波で繁殖が確認されているが,本島ではまだ記録がな
い｡
